



Attitudes and behaviors relating to theme parks （2）:
 The psychological functions of unreality feelings caused by Tokyo Disneyland. 
Ⅰ．問題







（22,0４7,000人 ）。’1４年 の 入 園 者 数 は3100万 に 達 し た
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子学生４57名を分析対象とした（ 1 回生158名， 2 回生115





尺度，⑵ TDL に関する経験，⑶ TDL に関するブランド










た（「 ４ ．かなりあてはまる」～「 1 ．ほとんどあてはまら
ない」）。
2 ．TDL に関する経験





（「 ４ ．とても行きたい」～「 1 ．まったく行きたくない」）
について，回答させた。
　来園経験がない者には，TDL の存在認知（「 1 ．はい」，
「 2 ．いいえ」）を尋ね，TDL の存在を認知している場合

















させる。諸井・濱口は，USJ と TDL ごとに評定を求め，












や気持ちを表すように改変した（表 1-d，付表 1 参照）。
12項目それぞれが TDL 来園時の状態や気持ちにあてはま
るあてはまる程度を ４ 点尺度で回答させた（「 ４ ．かなり
あてはまる」～「 1 ．ほとんどあてはまらない」）。
　なお，評定順の効果を相殺するために，⑴，⑷および⑸






「TDL のみ」81名，「TDS のみ」 0 名，「どちらもなし」
27名）であった。
　TDL の来園回数は平均４.8４（SD = 7.39，N = ４2４）であ
り，前研究（諸井・濱口，2009）よりも若干増加した
（m = ４.66; SD = ４.61; N = 207）。 満 足 感 や（m = 3.72，
SD = 0.50，N = ４2４）， 再 来 園 願 望 も 高 く（m = 3.69，
SD = 0.56，N = 389），いずれも尺度中性点（2.5）を有意
に上回った（t（４23）= 50.66，p = .001; t（388）= ４2.28，p = .001）。
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表 1-a　非現実感傾向尺度に関する因子分析（最尤法，プロマックス法〈k = 3〉）の結果―回転後の負荷量―
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
〔Ⅰ．外界事物の曖昧さ〕　α = .88　r = .54-.72
real_d_8 例えば，そこに机があることはわかるが実際にあるという感じがしない。 .76 .24 -.06 -.16
real_d_7 まわりを見回すと，まるで古い写真か映画を見ているような気分になる。 .68 .09 -.08 .09
real_e_2 自分のまわりにある物と自分とを区別することができないと感じることがある。 .66 -.06 .03 .07
real_d_9 この世界にいる人間は自分だけのような感じがする。 .66 .10 .08 -.03
real_e_1 風景や建物をガラスのような透明な膜を通して見ているように思える。 .66 -.04 .01 .16
real_d_3 まわりのものを見ても立体感がない。 .57 .00 .07 .05
real_e_4 人々が生きているように感じられないことがある。 .50 .04 .25 .04
real_d_2 何かを食べていてもその味をあまり感じない。 .49 -.06 .09 .06
〔Ⅱ．自己存在の曖昧さ〕　α = .90　r = .58-.75
real_c_1 周囲の物が本当にそこにあるのか疑問に思うことがある。 -.13 .84 -.01 .02
real_c_4 自分のまわりの世界が存在していないかのように感じることがある。 .21 .65 -.01 .02
real_c_7 目の前にあるものでさえもまるで遠く離れたところから眺めているように感じることがある。 -.02 .62 -.02 .17
real_c_2 自分が自分のすぐ後ろにいるように感じることがある。 .15 .61 -.02 -.14
real_a_5 何か物を見ても，本当にそこに存在していると感じられないことがある。 .14 .57 .16 -.06
real_a_7 自分の動作に対して，自分がしているとは感じない。 .02 .52 .18 .05
real_c_3 目覚めているときもまるで夢の中にいるような感じがする。 .01 .50 -.02 .22
real_a_8 自分自身が現実には存在していないような奇妙な感じがする。 .19 .49 .18 -.01
real_c_10 自分の意思とは関係なく，体が機械のように自動的に動いている感じがする。 .01 .46 .07 .23
real_c_6 周囲の物が奇妙に見える。 .07 .45 .19 .11
〔Ⅲ．外界との乖離感〕　α = .89　r = .65-.74
real_b_5 周囲と自分とが切り離されているような感じがする。 -.06 -.02 .72 .19
real_b_10 周囲と自分との間にガラスのような透明な壁があるような感じがする。 .13 -.09 .71 .04
real_b_6 他の人と話をしているとき，自分が話をしているという実感がない。 .01 .07 .68 .02
real_b_7 自分の時間だけがまわりの世界から隔絶されたように感じる。 .06 .04 .62 .17
real_b_4 人々が機械仕掛けの人形のように感じられる。 .07 .24 .58 -.09
real_b_8 自分の動きを自分でうまくコントロールできない感じがする。 -.07 .07 .58 .20
real_b_3 風景や建物が幻みたいに見える。 .19 .24 .50 -.13
〔Ⅳ．離人症的傾向〕　α = .82　r = .44-.64
real_d_4 自分が今まで親しんできた人や物が何となく疎遠に感じられることがある。 -.07 -.03 .18 .59
real_e_5 自分の行動や考えていることを他人のことのように眺めている感じがする。 .19 .06 -.02 .58
real_e_3 他の人と話をしているとき，自分の外から自分を見ているような気分になる。 .27 .07 -.07 .52
real_d_1 ことばが自分の意思とは関係なく口からでることがある。 -.06 -.04 .13 .48
real_e_6 現実にはどこかしら違和感を覚える。 .15 .21 .07 .44
real_d_6 自分のまわりのことがまるで違う世界のことのように思える。 .26 .12 .06 .43




適合度検定 : χ 2（3４7）= 939.82，p = .001
初期因子固有値 > 1.26; 初期説明率57.67％
α : Cronbach の信頼性係数
r: 当該項目得点と当該項目を除く合計得点との間のピアソン相関値（すべて p < .001）
130
また，来園未経験者も来園願望が高かった（m = 3.65，







































a_ 2 ，real_a_ 6 ，real_e_ 8 ），残りの４5項目を対象に因子
分析を実施し， 7 因子解までを検討した。明確な因子パ












（m > 3.5; Dis_Br_a_ 3 ），単一次元性の検討を行った。 8
項目で十分な単一次元性が確認できた（表 1-b; 項目番号
は諸井・濱口（2009）と同一）。なお，ブランド絆感は尺




Dis_Br_a_1 私は，「東京ディズニーランド」が「安心して行ける場所だ」と思います。 .57 .48
Dis_Br_a_2 私は，「東京ディズニーランド」に親近感を持っています。 .64 .54
Dis_Br_a_4 私は，「東京ディズニーランド」の雰囲気が自分の好みに合っていると思います。 .77 .69
Dis_Br_a_5 私は，人から相談されたら「東京ディズニーランド」に行くように奨めると思います。 .78 .69
Dis_Br_a_6 私は，人から「『東京ディズニーランド』はよくない」と言われたら嫌な感じがします。 .74 .65
Dis_Br_b_1 私は，他のテーマパークと比べて入場券が多少高くても「東京ディズニーランド」に行くと思います。 .80 .71
Dis_Br_b_2 私は，「東京ディズニーランド」の良さを人に教えてあげたいと思います。 .83 .75
Dis_Br_b_3 私は，他のテーマパークに行くよりも「東京ディズニーランド」に行くほうがいい気分になれると思います。 .81 .72
第Ⅰ主成分説明率 55.73％ α = .88
N = ４52
（a）未回転第Ⅰ主成分負荷量
（b）当該項目得点と当該項目を除く合計得点との間のピアソン相関値（すべて p < .001）
α : Cronbach のα 係数値
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N = ４53; t（４52）= 19.87，p = .001）。
4 ．魅力要素満足感
　初期共通性が不適切であった 1 項目を除き（Dis_Sat_










2 ～ ４ 因子解を検討し，明確な因子パターンが現れた 3 因
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表 1-c　TDL の魅力要素満足感尺度に関する因子分析（最尤法，プロマックス法〈k = 3〉）―回転後の負荷量―
* Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
〔Ⅰ．全体の雰囲気〕　α = .90　r = .54-.72
Dis_Sat_e_5 パレードで使われる音楽 全 .85 .06 -.08 -.03
Dis_Sat_e_4 パーク内で流れている音楽 全 .83 .06 -.14 .07
Dis_Sat_b_2 クルーの接客態度（アトラクションなどにおけるクルーの案内・説明など） 全 .67 -.03 -.04 .07
Dis_Sat_c_6 パーク全体の夜の雰囲気 全 .65 -.07 .12 -.04
Dis_Sat_b_7 パーク全体の昼の雰囲気 残 .63 .04 .15 -.03
Dis_Sat_d_2 パーク全体のコンセプト 全 .57 -.07 .19 -.01
Dis_Sat_c_9 困ったときのクルーの応対 全 .54 -.09 .04 .22
Dis_Sat_a_11 シーズナルイベントの内容　（例：ハロウィン・クリスマスなど） 全 .52 -.05 .27 -.01
Dis_Sat_e_1 パーク内の清潔さ 残 .50 -.01 .02 .23
Dis_Sat_d_6 キャラクターの種類 残 .47 .05 .29 -.08
Dis_Sat_b_1 グッズの内容・種類 全 .44 .13 .16 -.08
〔Ⅱ．食事・価格〕　α = .84　r = .42-.70
Dis_Sat_c_5 ワゴンの食べ物の価格 食 -.01 .83 -.04 -.01
Dis_Sat_a_9 食事の価格 食 .00 .81 -.02 -.06
Dis_Sat_b_4 グッズの価格 食 .03 .70 .03 .04
Dis_Sat_c_4 入場料の値段 食 .13 .65 -.03 -.02
Dis_Sat_c_7 食事の待ち時間 食 -.02 .49 .11 .08
Dis_Sat_a_7 アトラクションの待ち時間 食 -.05 .49 .09 .06
Dis_Sat_d_4 飲食物持ち込み不可 食 -.10 .42 .08 .04
〔Ⅲ．パレード・ショー〕　α = .90　r = .69-.76
Dis_Sat_b_3 パレードの回数 パ .04 -.02 .76 .02
Dis_Sat_d_8 パレードが行われる場所 パ .05 -.02 .71 .08
Dis_Sat_b_5 ショー（キャラクターなど）の時間帯 パ -.01 .09 .70 .14
Dis_Sat_a_10 パレードの時間帯 パ .06 .10 .70 -.05
Dis_Sat_d_7 ショー（キャラクターなど）の回数 パ .20 .04 .65 -.04
Dis_Sat_a_8 ショー（キャラクターなど）の内容 パ .26 .09 .53 -.03
〔Ⅳ．厚生施設〕　α = .81　r = .59-.72
Dis_Sat_e_2 障害者に対する配慮 厚 .00 .04 -.03 .89
Dis_Sat_e_3 外国人向けの案内表示 厚 .05 .06 .06 .67
Dis_Sat_e_6 子供や老人に対する配慮 厚 .31 .00 .07 .48
［因子間相関］ Ⅰ **** .39 .62 .49
Ⅱ **** .48 .30
Ⅲ **** .43
N = ４10
適合度検定 : χ 2（2４9）= 6４7.93，p = .001
初期因子固有値 > 1.3４; 初期説明率58.38％
*: 諸井・濱口（2009）での主成分 ; Ⅰ．パレード・ショー，Ⅱ．食事・価格，Ⅲ．全体の雰囲気，Ⅳ．厚生施設，残余項目
α : Cronbach の信頼性係数
















多重比較により（Bonferroni の法: 5 % 水準），次の傾向
が認められた。非現実感傾向では「離人症的傾向 > 外界
との乖離感 > 自己存在の曖昧さ > 外界事物の曖昧さ」，






表 1-d　TDL 来園時の状況現実感尺度に関する因子分析（最尤法，プロマックス法〈k = 3〉）―回転後の負荷量―
* Ⅰ Ⅱ Ⅲ
〔Ⅰ．独自経験〕　α = .80　r = .54-.71
Dis_real_a_5 「東京ディズニーランド」は，他にはない唯一のものであると感じた。 .84 .04 .06
Dis_real_a_4 「東京ディズニーランド」で経験したことすべては，この場所でしか経験できないと感じた。 .83 .02 .06
Dis_real_a_6 「東京ディズニーランド」で経験したことは，他の場所でも経験できると思った。 * -.62 .09 .14
〔Ⅱ．外部世界との連続性〕　α = .72　r = .35-.61
Dis_real_b_5 「東京ディズニーランド」にいるときにも，外の世界のことを思い出したり考えた。 .05 .76 .03
Dis_real_a_2 「東京ディズニーランド」にいるときには，私は，「東京ディズニーランド」の外の世界のことを忘れた。 * .07 -.71 .09
Dis_real_b_1 「東京ディズニーランド」の中にいても，夢見心地になることはなかった。 -.24 .47 -.02
Dis_real_a_3 「東京ディズニーランド」に来園したときに，「東京ディズニーランド」に夢中でない人がいるように感じた。 .03 .42 -.01
〔Ⅲ．外部世界の忘却〕　α = .67　r = .39-57
Dis_real_b_3 「東京ディズニーランド」に来園している人たちを見ると，夢の中の人たちのように感じた。 .00 .10 .87
Dis_real_b_2 「東京ディズニーランド」に来園している人だれもが，外の世界のことは忘れているように見えた。 -.03 -.18 .58
Dis_real_b_6 「東京ディズニーランド」の中にいると，自分が本当の自分ではないと感じた。 -.02 -.04 .48
［因子間相関］ Ⅰ **** -.44 .42
Ⅱ **** -.34
N = ４18
適合度検定 : χ 2（18）= 5４.38，p = .001
初期因子固有値 > 1.32; 初期説明率62.87％
α : Cronbach の信頼性係数






Ⅰ．外界事物の曖昧さ 1.23 d 0.40
Ⅱ．自己存在の曖昧さ 1.38 c 0.50
Ⅲ．外界との乖離感 1.47 b 0.60
Ⅳ．離人症的傾向 1.79 a 0.64
［反復測定分散分析］ F（2.72/1114.39）= 218.74，p = .001
［魅力要素満足感］
Ⅰ．全体の雰囲気 3.66 a 0.36
Ⅱ．食事．価格 2.52 c 0.53
Ⅲ．パレード．ショー 3.35 b 0.47
Ⅳ．厚生施設 3.36 b 0.48
［反復測定分散分析］ F（2.49/1022.74）= 907.35，p = .001
［状況現実感］
Ⅰ．経験の独自性 3.08 a 0.66
Ⅱ．外部世界との連続感 2.17 b 0.63
Ⅲ．外部世界の忘却 2.20 b 0.64
［反復測定分散分析］ F（1.72/701.11）= 234.95，p = .001
N = ４2４









Smirnov 検定における Lilliefors の修正値が .301から .166





法; 投入基準 p < .05，p > .10）を行った（表 2 ; なお，変
数相互のピアソン相関値を付表 2 に示す）。①分析Ⅰ: 従
属変数〈ln 来園回数〉，説明変数〈非現実感傾向 3 得点，
魅力要素満足感 ４ 得点，状況現実感 3 得点，ブランド絆
感〉，②分析Ⅱ: 従属変数〈ブランド絆感〉，説明変数〈非
現実感傾向 3 得点，魅力要素満足感 ４ 得点，状況現実感 3
得点〉，③分析Ⅲ: 従属変数〈状況現実感 3 得点〉，説明変
数〈非現実感傾向 3 得点，魅力要素満足感 ４ 得点〉，④分


































従属変数: ln 来園回数 β 従属変数: Ⅰ．経験の独自性 β Ⅲ．外界との乖離感 -.14 b
ブランド絆感 .46 a Ⅰ．全体の雰囲気 .46 a R2 = .02 b
R2 = .21 a R2 = .21 従属変数: Ⅱ．食事．価格 β







Ⅰ．全体の雰囲気 -.34 a R2 = .05 a
Ⅳ．離人症的傾向 .20 b 従属変数: Ⅲ．パレード．ショー β
Ⅲ．外界との乖離感 -.12 c Ⅳ．離人症的傾向 -.15 b
R2 = .15 a R2 = 0.02 b
従属変数： ブランド絆感 β 従属変数: Ⅲ．外部世界の忘却 β 従属変数: Ⅳ．厚生施設 β
Ⅰ．全体の雰囲気 .45 a Ⅱ．自己存在の曖昧さ .20 a Ⅳ．離人症的傾向 -.15 b
Ⅰ．経験の独自性 .23 a Ⅰ．全体の雰囲気 .16 a R2 = .02 b
Ⅱ．外部世界との連続感 -.17 a R2 = .06 a
R2 = .47 a
N = 411
a: p < .001;  b: p < .01;  c: p < .05
ln 来園回数: log（1+ 来園回数）




























































e21 ～e51 : 誤差項 矢印: 標準化パス係数[*p<.05; 無印すべてp<.001 ] 















































[ 個人的傾性としての非現実感傾向] [TDLの魅力要素満足感] [TDL来園時の状況現実感]

















































村・吉田は，男女大学生（大半が 1 年生 ; 現居住地が高校
在籍時と同一である者，あるいは入学に伴い居住地が変
わっているが，その後 TDL に行っていない者に限定）を




2 因子と TDL との地理的距離（回答者の出身市町村役場






素満足感やブランド絆感が USJ よりも TDL のほうで高い，
② TDL に対するブランド絆感は USJ の来園回数も高める。
　ところで，TDL の魅力要素満足感については，前研究
（諸井・濱口，2009）と同様の ４ 側面が得られた（「Ⅰ．全
体 の 雰 囲 気 」，「 Ⅱ． 食 事・ 価 格 」，「 Ⅲ． パ レ ー ド・
ショー」，「Ⅳ．厚生施設」）。したがって，TDL に限定さ
れるが，魅力要素満足感の構造は頑健であるといえよう。

























⑵ データの統計的解析にあたって，IBM SPSS STATISTICS 
23.0.0および IBM Amos 23.0.0を利用した。
Ⅴ．引用文献
American Psychiatric Association  2013  Diagnostic and 
statistical manual of mental disorders. American 
Psychiatric Publishing.　高橋三郎・大野裕（監訳）





Flett, G.L., Vredenburg, K. ,& Krames, L. 1997 The conti-
nuity of depression in clinical and nonclinical samples. 







































































a-2 a-3 a-4 b-1 b-2 b-3 b-4 c-1 c-2 c-3 d e
［非現実感傾向］
Ⅰ_外界事物の曖昧さ a-1 .71 a .64 a .65 a -.14 b -.11 c -.12 c -.13 c -.14 b .10 c .16 a -.10 c -.05
Ⅱ_自己存在の曖昧さ a-2 **** .71 a .64 a -.11 c -.09 -.08 -.12 c -.09 .09 .18 a -.06 -.07
Ⅲ_外界との乖離感 a-3 **** .65 a -.14 b -.12 c -.12 c -.12 c -.12 c .06 .15 b -.05 -.05
Ⅳ_離人症的傾向 a-4 **** -.14 b -.23 a -.15 b -.15 b -.12 c .17 a .06 -.07 .01
［魅力要素満足感］
Ⅰ_全体の雰囲気 b-1 **** .41 a .70 a .59 a .46 a -.35 a .14 b .62 a .27 a
Ⅱ_食事_価格 b-2 **** .51 a .37 a .23 a -.21 a .12 c .32 a .21 a
Ⅲ_パレード_ショー b-3 **** .53 a .32 a -.30 a .14 b .47 a .24 a
Ⅳ_厚生施設 b-4 **** .25 a -.15 b .09 .35 a .20 a
［状況現実感］
経験の独自性 c-1 **** -.43 a .33 a .51 a .24 a
外部世界との連続感 c-2 **** -.33 a -.43 a -.20 a
外部世界の忘却 c-3 **** .25 a .05
ブランド絆感 d **** .46 a
ln 来園回数 e ****
N ＝ 411
a: p < .001;  b: p < .01;  c: p < .05
ln 来園回数: log（1＋来園回数）
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